
株主の皆様へ
第6期報告書

（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

ＪＦＥグループは、常に世界最高の技術をもって社会に貢献します。

株式の状況（平成20年3月31日現在）

大株主

株主名 所有株式数
（千株）

出資比率
（％）
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日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
第一生命保険相互会社
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー
株式会社みずほコーポレート銀行
東京海上日動火災保険株式会社
株式会社損害保険ジャパン
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 505103
明治安田生命保険相互会社

※�上記のほか、当社は自己株式43,051千株保有いたしており、出資比率の算定におい
ては、自己株式を除いております。なお、当社は平成20年2月28日開催の取締役会
決議に基づき、同年4月1日以降、自己株式18,960千株を取得いたしております。

所有者別分布状況

●発行可能株式総数
●発行済株式総数
●株主数

2,298,000,000株�
614,438,399株�

336,499名名

株式の現況

　1単元（100株）に満たない単元未満株式の「買取制
度」・「買増制度（＊1）」につきましては、ご利用いただく際
の当社への手数料は無料となっておりますので、利用を
ご検討くださいますようご案内申しあげます。お手続きの
詳細は、上記株主名簿管理人までお問い合わせくださ
い。なお、ご所有の単元未満株式につき、株券の保管振
替制度をご利用の場合は、お取引の証券会社にてお手
続きください。その際、証券保管振替機構を通じた当社
への買取・買増制度のご利用の旨お申出ください。（＊2）

単元未満株式の買取・買増について

（＊1）�買増制度：�ご所有の単元未満株式とあわせて1単元となる
株式の売り渡しを当社に請求いただく制度

（＊2）�お手続きに際し証券会社様にて若干のお手続き料がかかる
場合がございますのでご了承ください。

■お知らせ

決 算 期 3月31日
定 時 株 主 総 会 6月に開催
定時株主総会および
剰余金の配当基準日

3月31日

中間配当基準日 9月30日
1単元の株式の数 100株
株主名簿管理人 〒103-8670�

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 所 〒135-8722
東京都江東区佐賀一丁目17番7号
みずほ信託銀行株式会社証券代行部
電話　0120-288-324

同 取 次 所 みずほ信託銀行株式会社全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社
本店および全国各支店

公 告 の 方 法 電子公告
【アドレス】
�http://www.jfe-holdings.co.jp/
�※事故その他やむを得ない事由が生じたとき
は、日本経済新聞に掲載して行ないます。

■株式事務のご案内

237,994千株
（38.7%）

165,562千株
（26.9%）

94,846千株
（15.5%）

67,423千株
（11.0%）

5,546千株
（0.9%）

43,065千株
（7.0%）

2千株※

（0.0%）

金融機関 外国法人等 個人・その他

その他の国内法人 証券会社 自己名義等
※  政府・公共団体



売上高

第6期
（平成19年度）

（単位：億円）

32,604

第4期
（平成17年度）

第5期
（平成18年度）

30,983

第5期
（平成18年度）

総資産

第6期
（平成19年度）

（単位：億円）

38,721

第4期
（平成17年度）

36,303

経常利益

第6期
（平成19年度）

（単位：億円）

5,135

第4期
（平成17年度）

第5期
（平成18年度）

5,173

第5期
（平成18年度）

純資産

第6期
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（単位：億円）

15,396

第4期
（平成17年度）

13,103

純利益

第6期
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（単位：億円）

2,996

第4期
（平成17年度）

第5期
（平成18年度）

3,259

第5期
（平成18年度）

借入金・社債等残高

第6期
（平成19年度）

（単位：億円）

11,805

第4期
（平成17年度）

11,628
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連 結 業 績 の 推 移
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※3 D/Eレシオ＝借入金・社債等残高／自己資本
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9, 10◆JFEグループの概要

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　また、平素より温かいご支援、ご理解を賜り、心から厚くお礼申しあげます。
　JFEグループは、当期におきまして世界的視野での成長・飛躍のための基礎固
めの時期と位置づけた第2次中期経営計画の中間年度として、安定的な高収益
体質の確立に取り組んでまいりました結果、引き続き高い水準の収益を確保する
ことができました。
　当期末の剰余金の配当につきましては、グループ全体として持続性のある高収
益体質の確立を図り、成長に向けた投資への対応と財務体質の改善を行ないつ
つ、積極的に配当を実施するという基本方針のもと、第2次中期経営計画の進捗
を考慮し、1株当たり60円とさせていただきました。中間配当として1株当たり60円
をお支払いいたしましたので、年間の剰余金の配当は1株当たり120円となりまし
たことをご報告申しあげます。
　最近の企業経営を取り巻く環境は、予断を許さない状況にありますが、JFEグ
ループといたしましては、第2次中期経営計画の最終年度として計画の達成によ
る安定的な高収益体質の確立はもとより、第3次中期経営計画の策定を通じて、
企業価値・株主共同の利益の維持・向上に取り組み、世界に飛躍するための新た
な成長戦略を推進してまいります。
　株主の皆様におかれましては、JFEグループに対し、なお一層のご理解をいた
だくとともに、ご指導ご支援賜りますようお願い申しあげます。

 5,105億円  14.2%  85.7% 13.0%  35.9%
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等の更なるコスト削減に努めてまいります。
　第三に、CO2削減につきましては、自主行動計画にもとづく排出削減および世界トップレベルの
エネルギー原単位の維持向上を図ることはもとより、自動車、船舶等の軽量化や、変圧器等のエ
ネルギー効率向上に寄与する鉄鋼製品を社会に提供することによって、一層の排出削減に貢献
してまいります。
　また、次期中期経営計画期間において、アジアを中心とするマーケットにおける高級鋼の需要
増に対応するため、高付加価値製品の生産を更に300万トン増やし、同社単独で現状より約10%
増となる年間3,300万トンの粗鋼生産体制を目指すとともに、海外においても中国広州市におけ
る冷延鋼板製造設備建設をはじめ、グローバルな生産体制の検討・具体化を図ってまいります。
　JFEエンジニアリング株式会社におきましては、「事業の選択と集中」ならびに固定費の削減
を一層推進するとともに、当面、資機材の高騰が続くと予想されるため、受注引き合い段階から
のリスク管理を強化し、早急に収益の回復を図ってまいります。さらに、社会的ニーズに即し、環
境エネルギー分野でのエンジニアリング事業ならびに環境リサイクル事業において業容の拡大
に注力してまいります。 
　ユニバーサル造船株式会社におきましては、徹底したマーケティング活動によってお客様に満
足いただける船舶をタイムリーに開発、建造してまいります。さらに、京浜、津、舞鶴、因島、有明の
5事業所と津の技術研究所体制のもと、今後、韓国、中国勢を中心とした世界的な競争の激化に
備え、更なる効率化、事業基盤の強化を推進し、国際競争力の向上に注力してまいります。
　JFE都市開発株式会社におきましては、分譲マンション事業に引き続き注力し事業性を向上
させるとともに、中堅デベロッパーとしての市場での高い評価を確立し、持続的な成長を目指し
てまいります。
　川崎マイクロエレクトロニクス株式会社におきましては、設計からウエハ製造・組立・テストまで
一貫して高い信頼性を保証する体制を強化するとともに、液晶パネルや通信機器等の分野に引
き続き注力してまいります。
　JFE技研株式会社におきましては、各事業会社からの受託研究の早期完遂を通じてグループ
の収益向上に貢献するとともに、中期的視点でのグループの企業価値向上に向けて次世代技
術の開発に取り組んでまいります。
　このようにグループの経営課題を着実に実行していくために当社は、株主利益に適うグルー
プ経営および健全なコーポレート・ガバナンスの要として、その機能を充実していくとともに一層
効率的な運営を図ってまいります。
　なお、JFEエンジニアリング株式会社は、昨年12月、ガス導管工事に関し、公正取引委員会か
ら独占禁止法違反の指摘を受け、課徴金の納付命令を受けました。
　また、JFE継手株式会社は、本年3月に公正取引委員会からガス用フレキシブル管および同継
手の販売に関し、独占禁止法違反に基づく排除措置命令および課徴金納付命令を受けました。
　JFEグループは、絶えずコンプライアンスの観点から事業・営業活動を見直し、内部統制体制
の一層の強化等必要な措置を講じるとともに、環境、安全等への取り組みの強化を図ることによ
り、企業としての持続的成長を図り、株主の皆様をはじめすべてのステークホルダーにとっての
企業価値最大化に努めてまいる所存でございます。

グループの業績と課題

当期のグループ業績

　JFEスチール株式会社につきましては、国内の製造業向けを中心とした旺盛な需要に加え、輸出向けに
おける高級鋼分野が堅調であったことから、設備投資等により増産に努め、当期の連結粗鋼生産量は
3,427万トンと、前期に比べ増加いたしました。
　売上高につきましては、高級鋼を中心とする販売数量の増加に加え、販売価格の上昇により連結売上高
は3兆2,033億円と、前期に比べ増収となりました。
　経常利益につきましては、原料価格の上昇および減価償却制度の改正に伴う減価償却費の増加があり
ましたものの、販売数量の拡大および価格上昇に加え、継続的なコスト削減に努め、連結経常利益は5,089
億円となり、前期に比べ増益となりました。
　JFEエンジニアリング株式会社は、民需を中心に売上を拡大し、連結売上高は3,142億円と前期に比べ増
収となったものの、損益については、資機材や工事費の高騰に加え、一部民需向け新規分野プロジェクトで
の追加コストの発生などにより前期に比べ悪化し、110億円の連結経常損失となりました。
　JFE都市開発株式会社は、分譲マンション事業の市況悪化に伴う引渡戸数の減少などにより、連結売上
高は255億円、連結経常利益は14億円と前期に比べ減収・減益となりました。
　川崎マイクロエレクトロニクス株式会社は、連結売上高は429億円と、前期に比べ微減となりましたが、コ
スト削減に努めた結果、連結経常利益は11億円と、前期に比べ増益となりました。
　JFE技研株式会社は、主としてJFEスチール株式会社およびJFEエンジニアリング株式会社からの各種
受託研究および次世代技術に関する研究開発に積極的に取り組んでまいりました。
　以上の結果、当社単体業績等と合わせ、当期における連結売上高は3兆5,398億円、連結営業利益は
5,105億円、連結経常利益は5,029億円とほぼ前期並みとなりました。
　上記に加えて、環境事業にかかわる当社子会社が建設、納入し、長期の運転・保守契約を締結した一部
特定の廃棄物処理施設において、契約条件、運営コスト等から、契約期間を通じて将来損失の発生が見込
まれることとなった等により、翌事業年度以降の損失発生見込額513億円を特別損失に計上いたしました。
これを主因として、特別損益は557億円の損失となり、連結での税金等調整前当期純利益は4,472億円、
連結当期純利益は2,618億円となりました。
　なお、当社は、本年3月にユニバーサル造船株式会社を新たに子会社化することで、造船事業をグループ
の中核事業の一つと位置づけました。世界の造船業界は、旺盛な海運需要により高水準な受注を続けて
いるものの、韓国、中国造船業の積極的な受注拡大、設備増強により将来的な国際競争の激化が予想され
ております。このような環境の中で、当社といたしましては、今後、同社とグループ各社との事業戦略の一層
の共有化を図ることにより、更なる事業効率化や収益向上、事業基盤の強化・発展に向けた施策を主体的
に実施してまいります。

対処すべき課題

　JFEスチール株式会社におきましては、第一に、お客様の要請に応えるため、既存設備の能力増強、新規
設備の早期戦力化および生産性の更なる向上による高付加価値商品の拡販の確実な実現とともに、研究
開発においてもお客様のニーズを的確に捉えた提案ができるよう技術力の強化を図ってまいります。
　第二に、原燃料価格が高騰する環境の中で、使用原料の多様化を図るとともに、歩留まり向上や省力化



（ 　　　  ）自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日

前　　期 当　　期
自 平成19年4月1日
至 平成20年3月31日

B

C

D

E

A 借入金・社債等残高
借入金・社債等残高は前期に比べ1,014億円増加
し、1兆2,819億円となりました。

B 売上高
鉄鋼事業で2,782億円の増収、エンジニアリング
事業で220億円の増収、都市開発事業で87億円
の減収、LSI事業で13億円の減収等により、連結
売上高は2,793億円の増収となりました。

C 経常利益
鉄鋼事業で49億円の増益、エンジニアリング事
業で110億円の経常損失、都市開発事業で21億
円の減益、LSI事業で6億円の増益等により、連
結経常利益はほぼ前期並みとなりました。

D 特別損失
当期の特別損失は、特定事業損失引当金繰入額
513億円等であります。

E 当期純利益
当期純利益は378億円の減益となりました。

（ 　　　  ）

連結貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成19年3月31日現在）

当　　期
（平成20年3月31日現在）

連結貸借対照表（単位：百万円）

科 目 前　　期
（平成19年3月31日現在）

当　　期
（平成20年3月31日現在）

A

（ 　　　　  ）（ 　　　　  ）

連結損益計算書（単位：百万円）

科 目

　　売上高

　　売上原価

　売上総利益

　　販売費及び一般管理費

　営業利益

　　営業外収益

　　営業外費用

　経常利益

　特別利益

　特別損失

　税金等調整前当期純利益

　　法人税、住民税及び事業税

　　法人税等調整額

　　少数株主損益

　当期純利益

3,260,447

△2,449,824

810,623

△306,685

503,938

62,536

△52,954

513,520

5,981

△10,861

508,640

△191,293

△15,537

△2,127

299,683

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

科 目
前　　期 当　　期

自 平成19年4月1日
至 平成20年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

連結範囲の変更による増減額

現金及び現金同等物の期末残高

417,645

△292,750

△113,304

98

11,688

32,464

907

45,061

自 平成18年4月1日
至 平成19年3月31日

当期のキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローが
4,382億円の収入であったのに対し、
投資活動によるキャッシュ・フローは
固定資産の取得を中心として2,972億
円の支出であったことから、これらを
合計したフリー・キャッシュ・フローは
1,410億円の収入となりました。また、
財務活動によるキャッシュ・フローは、
配当金の支払や自己株式の取得等を
行なったことから、1,254億円の支出と
なりました。

（資産の部）
　流動資産

　　　現金及び預金

　　　受取手形及び売掛金

　　　棚卸資産

　　　繰延税金資産

　　　その他

　　　貸倒引当金

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物

　　　機械装置及び運搬具

　　　土地

　　　建設仮勘定

　　　その他

　　無形固定資産

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券

　　　繰延税金資産

　　　その他

　　　貸倒引当金

　繰延資産

　資産合計

1,266,919

45,170

530,164

582,015

44,907

65,769

△1,108

2,605,121

1,816,514

464,983

770,239

508,868

45,848

26,574

69,437

719,169

618,307

12,763

98,972

△10,874

100

3,872,142

（純資産の部）
　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
　評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金
　　繰延ヘッジ損益
　　土地再評価差額金
　　為替換算調整勘定
　少数株主持分

　純資産合計

　負債純資産合計

1,381,164

142,334

652,820

713,381

△127,372

119,929

132,985

920

5,713

△19,689

38,527

1,539,621

3,872,142

（負債の部）
　流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　コマーシャル・ペーパー
　　一年内償還社債
　　未払法人税等
　　その他

　固定負債
　　社債
　　新株予約権付社債
　　長期借入金
　　繰延税金負債
　　再評価に係る繰延税金負債
　　退職給付引当金
　　特別修繕引当金
　　特定事業損失引当金
　　その他

　負債合計

1,243,774

435,220

188,081

62,937

130,000

74,917

352,617

1,088,746

230,000

17,612

551,902

10,968

14,492

152,303

40,954

—

70,511

2,332,520

（ 　　　　  ）

1,502,638

47,366

577,278

721,440

51,536

105,955

△938

2,665,181

1,843,483

461,590

742,473

538,440

74,730

26,250

85,499

736,197

593,536

47,741

104,229

△9,309

2,261

4,170,080

1,431,782

147,143

657,597

897,969

△270,927

64,731

72,491

△469

5,658

△12,949

45,167

1,541,680

4,170,080

1,335,371

472,963

186,133

30,978

80,000

61,064

504,230

1,293,028

199,992

308,089

476,744

7,797

14,434

152,278

40,334

51,043

42,312

2,628,400

3,539,802

△2,721,330

818,471

△307,952

510,518

64,133

△71,678

502,974

6,873

△62,646

447,201

△176,934

△5,116

△3,305

261,845

438,257

△297,209

△125,473

△8,001

7,573

45,061

△456

52,178
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財務諸表（連結）の概要



科 目 前　　期
（平成19年3月31日現在）

（資産の部）

　流動資産

　　現金及び預金

　　営業未収入金

　　短期貸付金

　　その他

　固定資産

　　有形固定資産

　　無形固定資産

　　投資その他の資産

　　　関係会社株式

　　　長期貸付金

　　　その他

　繰延資産

　

　資産合計

443,974

446

1,678

373,244

68,605

1,416,260

76

68

1,416,114

824,425

591,355

332

̶

1,860,234

当　　期
（平成20年3月31日現在） 科 目 前　　期

（平成19年3月31日現在）

（負債の部）

　流動負債
　　短期借入金
　　コマーシャル・ペーパー
　　一年内償還社債
　　その他
　固定負債 
　　社債
　　新株予約権付社債
　　長期借入金
　　その他
　負債合計

156,224
30,000
62,937
30,000
33,287

596,388
130,000
17,612

448,500
275

752,612

当　　期
（平成20年3月31日現在）

科 目

　　営業収益
　　営業費用
　営業利益
　　営業外費用
　経常利益
　税引前当期純利益
　　法人税、住民税及び事業税
　　法人税等調整額
　当期純利益

302,442

△10,863
291,578

△30
291,548
291,548

△217
150

291,481

自 平成18年4月1日  
至 平成19年3月31日

前　　期
（ ）

当　　期
自 平成19年4月1日  
至 平成20年3月31日（ ）

（純資産の部）

　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　　資本準備金
　　　その他資本剰余金
　　利益剰余金
　　　繰越利益剰余金
　　自己株式
　純資産合計
　負債純資産合計

1,107,621
142,334
768,008
767,768

239
324,646
324,646

△127,366
1,107,621
1,860,234

※平成19年7月30日および平成20年2月28日開催の取締役会の決議に基づく自己株式の取得（買付株式数20,192,200株、買付総額141,256百万円）等であります。

309,055

△16,766
292,288

△61
292,227
292,227

△1,068
17

291,176
※平成20年3月31日に、当社は、エンジニアリング事業の持分法適用会社であったユニバーサル造船（株）の株式を日立造船（株）およびJFEエンジニアリ
ング（株）より取得し子会社化したことに伴い、当該事業について、来期より「造船事業」として区分表示いたします。なお、当期の当事業に係る損益項目
（ユニバーサル造船（株）に係る持分法投資損益△1,221百万円）は、エンジニアリング事業に含めて表示しております。

828,688

1,079

2,959

775,900

48,749

1,479,848

741

56

1,479,049

916,991

561,141

917

2,179

2,310,715

256,422
128,000

30,978
40,000
57,443

865,283
139,992
308,089
416,900

302
1,121,706

1,189,009
147,143
772,784
772,574

209
540,004
540,004
△270,922
1,189,009
2,310,715

� �

財務諸表（連結）の概要

事業の種類別セグメント情報（単位：百万円） 自 平成19年4月1日
至 平成20年3月31日（　　　　　 ）

セグメント間の
内部売上高又は振替高

売 上 高 計

営 業 費 用

営 業 利 益

経 常 利 益

LSI事業 計 連結都市開発
事業

消去又は
全社

連結株主資本等変動計算書（単位：百万円）

項 目

　平成19年3月31日残高

　期中の変動額
　　新株の発行
　　剰余金の配当
　　当期純利益
　　自己株式の取得
　　自己株式の処分
　　連結範囲変更による増加
　　連結範囲変更による減少
　　土地再評価差額金
　　取崩による減少
　　タイ国関係会社の資産
　　再評価益取崩による減少
　　株主資本以外の項目の期中
　　の変動額（純額）

　期中の変動額合計
　平成20年3月31日残高

自 平成19年4月1日
至 平成20年3月31日（　　　　　 ）

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
評価・
換算差額等 少数株主持分 純資産合計

財務諸表（単独）の概要

貸借対照表（単位：百万円）

損益計算書（単位：百万円）外部顧客に対する
売上高

鉄鋼事業 エンジニア
リング事業

142,334

4,808

4,808
147,143

1,539,621

9,614

△75,817

261,845

△144,034

450

92

△990

63

△604

△48,558

2,059
1,541,680

652,820

4,805

�△29

4,776
657,597

713,381

△75,817

261,845

92

△990

63

△604

184,587
897,969

△127,372

△144,034

480

△143,554

△270,927

1,381,164

9,614

△75,817

261,845

△144,034

450

92

△990

63

△604

50,617
1,431,782

119,929

△55,198

△55,198
64,731

38,527

6,639

6,639
45,167

24,514

1,059

25,573

23,775

1,798

1,478

42,946

̶

42,946

41,017

1,929

1,137

3,539,802

46,306

3,586,109

3,077,777

508,331

500,493

̶

△46,306

△46,306

△48,494

2,187

2,480

3,539,802

̶

3,539,802

3,029,283

510,518

502,974

※

3,178,016

25,325

3,203,342

2,681,612

521,730

508,900

294,325

19,921

314,247

331,372

△17,125

△11,022
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JFEスチールの成長戦略について 蒸気タービンの設計・製造に関するアライアンス

【国内の生産能力増強】
　JFEスチール株式会社は、国内外の高級鋼の更なる需要増に対応するため、次期中期経営計画中に高付加価値製
品の生産をさらに300万トン／年増やすための設備投資を前倒しで実施してまいります。現在決定している主な投
資案件は以下のとおりです。

（1）西日本製鉄所（福山地区）製鋼能力増強工事
①内　　容　スラブ連鋳機（新設）、脱ガス設備増強、
　　　　　　スラブ手入れ設備（新設） 等
②稼動時期　平成22年度上期（予定）
③投 資 額　約500億円

（2）東日本製鉄所（京浜地区）高級鋼生産能力増強工事
①内　　容　連鋳設備増強、脱ガス設備（新設）、
　　　　　　エネルギー関連設備増強 等
②稼動時期　平成22年度上期（予定）
③投 資 額　約160億円

【海外の提携・合弁の進展】
　JFEスチール株式会社は、アジアを中心とするマーケットにおける高級鋼需要の拡大および高度化する顧客ニー
ズに対応するため、海外企業との提携・合弁を積極的に進めています。平成19年度下期に決定した主な案件は、以下
の通りです。

（1）中国「内蒙古オルドスEJMマンガン合金有限公司」工場の拡張合意
　JFEスチール株式会社、三井物産株式会社、オルドス電力冶金股分有限責任公司は、合弁会社「内蒙古オルドス
EJMマンガン合金有限公司」の第2工場建設を決定いたしました。
　今回の拡張により同工場は、中国最大規模のシリコマンガン工場（生産量15万トン／年）となり、JFEスチー
ルグループのシリコマンガンの安定調達体制は更に強固なものとなります。

（2）ティッセン・クルップ・スチール社と高張力熱延鋼板を共同開発
　JFEスチール株式会社とドイツ最大手の鉄鋼会社ティッセン・クルップ・スチール社は、共同で開発した
自動車用の新しい複合組織型高張力熱延鋼板（780MPa級ハイテン）を、日本と欧州で販売してまいります。
両社は、自動車用鋼板およびそれに関連した研究開発に関する包括提携を結んでいます。

（3）USスチールとの技術交流契約締結
　JFEスチール株式会社と米国最大手の一貫高炉メーカーであるユナイテッド・ステイツ・スチール社は、
製鉄所の操業、保全、環境技術分野を対象とする技術交流契約を締結いたしました。今後、両社の製鉄所の設備・
操業に関するベンチマークの実施と定期的な技術者の交流を通じてお互いの優れた技術を学び、操業、品質を
一層改善してまいります。

　JFEエンジニアリング株式会社（以下、「JFEエンジ」）は、東芝プラントシステム株式会社（以下、
「東芝プラント」）と産業用発電設備の主要機器である蒸気タービン本体の設計、製造、販売における
協業について契約を締結いたしました。
　この契約により、東芝プラントは「産業用発電設備」の建設に関し、これまで主に株式会社東芝が
製造する蒸気タービンの供給を受けてきましたが、JFEエンジが製造する100MW以下の蒸気ター
ビンを供給ラインナップに加えることで幅広い産業用火力発電設備のニーズに対応し、受注拡大を
図ることが可能になります。
　JFEエンジは株式会社東芝から蒸気タービンに関する高圧化
技術等の提供を受けることで、主に10MPa以下であった蒸気圧力
を14MPa程度まで高めることができ、これにより、製品の適用範囲
を高圧、高効率、大容量の自家発電設備領域まで広げることができ、
海外も含め事業規模の拡大を図ることが可能になります。
　産業用発電設備事業でのシェア拡大を狙う東芝プラントと産業
機械系事業の拡大を目指すJFEエンジは、今回のアライアンス締結
により、今後両社の事業戦略を強力に推進してまいります。

　ユニバーサル造船株式会社は、舞鶴事業所において4代目南極観測船「しらせ」を現在建造しており
ます。歴代の南極観測船は、旧日本鋼管時代の初代「宗谷」の改造を始め、2代目「ふじ」、3代目「しらせ」
を含め、全て同社で建造されております。
　新南極観測船は3代目「しらせ」よりひと回り大きな約1万2,500トン（基準排水量）で、観測隊員およ
び物資の輸送量が増え、氷海航行の性能も向上、さらに環境保全にも配慮したエコ・シップであります。
新南極観測船建造のコンセプトは、
（1）最先端技術を取り入れ、氷海航行性能の向上、燃費

低減と省力化を図る
（2）海洋・大気汚染、省エネ対策など環境に最大限配慮

したエコ・シップとする
（3）乗船する内外の観測研究者に最適な研究観測環境

などを提供する
となっております。
平成21年5月竣工予定で、竣工後は防衛省海上自衛隊
所属の砕氷艦として南極観測で活躍します。

新南極観測船「しらせ」の建造

完成イメージ

発電用蒸気タービン西日本製鉄所（福山地区）転炉
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Corporate Profile
JFE ホールディングス 会社概要

会社概要（平成20年6月26日現在） 経営体制（平成20年6月26日現在）

名称（商号）

本店所在地

設　立

資本金（平成20年3月31日現在）

主要な事業内容

従業員数（平成20年3月31日現在）

上場証券取引所

証券コード

JFE（ジェイ エフ イー）ホールディングス株式会社
［英文名称 ： JFE Holdings,Inc.］

〒100-6527　東京都千代田区丸の内一丁目5番1号
電話 03（3217）4049（代表）

平成14年9月27日

1,471億円

鉄鋼事業、エンジニアリング事業、造船事業をはじめとする
事業会社の株式を所有することによる当該会社の支配・管理

51名

株式会社東京証券取引所
株式会社大阪証券取引所
株式会社名古屋証券取引所

5411

執行役員

社 長

副 社 長

専 務

専 務

専 務

數 土　文 夫

山 﨑　敏 邦

林 田　英 治

笹 本　前 雄

岡 田　伸 一

CEO（最高経営責任者）

財務・IR部、経理部の統括

総務部の統括、企画部、
経理部の担当、企画部長

総務部の担当

財務・IR部の担当

取締役

代表取締役社長

代表取締役

代表取締役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

數 土　文 夫

山 﨑　敏 邦

林 田　英 治

馬 田　　 一

岸 本　純 幸 

丹 羽　宇一郎

浅 井　滋 生

※取締役丹羽宇一郎および浅井滋生の両氏は社外取締役であります。

宮 崎　徹 夫

久 保　國 興

西之原　敏 州

若 杉　敬 明

監査役

監査役（常勤）

監査役（常勤）

監 査 役

監 査 役

※監査役西之原敏州および若杉敬明の両氏は社外監査役であります。

CO LU M N

　株主の皆様に当社へのご理解を一層深めていただけるよう、引き続き工場見学会ならびに会社概況説明会
を開催いたしますので、ご案内申しあげます。

工場見学会のご案内

平成20年3月31日現在、当社株式100株以
上をご所有の株主様（同伴者1名まで可）
※お子様の同伴は小学生以上とさせてい
ただきます。

対 象 者

1お問い合わせ先
（工場見学会専用）

JFEホールディングス（株）
株主名簿管理人
みずほ信託銀行（株）　 証券代行部

9：00~17：00（土・日、祝祭日を除く）
0120-300-676

無料
（但し、集合・解散場所までの往復交通費
は各自のご負担とさせていただきます。）

参 加 費

同封のはがきに下記ご希望申込番号等を
ご記入のうえご返送いただくか、当社ホー
ムページ（アドレスhttp://www.jfe-holdings.
co.jp/）からご応募ください。

応募方法

軽食とお飲み物を用意させていただきます。昼 食

平成20年7月22日（火）（当日消印有効）締 切 日

※ご応募により当社が取得する個人情報は、本工場見学会を実施する上で必要な限りにおいて使用いたします。
※見学にお越しいただくことが確定した株主様には、別途詳細をご案内申しあげます。

※人数には同伴者含みます。募集人数
　　　JFEスチール（株）
　　　　　   東日本製鉄所（千葉地区）：各回135名様
　　　　　　　　　　　   （京浜地区）：各回135名様
　　　　　   西日本製鉄所（倉敷地区）：各回   90名様
　　　　　　　　　　　   （福山地区）：各回   90名様
　　　JFEエンジニアリング（株）・
　　    ユニバーサル造船（株）（津 地 区）：　   60名様
　　    ユニバーサル造船（株）（有明地区）：　   60名様

（お申し込み多数の場合は抽選とさせていただきま
す。抽選結果につきましては、別途ご連絡（平成20年
9月上旬頃）させていただきます。予めご承知おきく
ださいますようお願い申しあげます。）

工場見学会の概要

集合場所・
解散場所

JR東京駅周辺
（千葉地区の場合はJR蘇我駅、京浜地区の場
合はJR川崎駅での集合・解散が可能です。）

集合場所・
解散場所

（倉敷地区）
JR新倉敷駅北口　または
西日本製鉄所倉敷地区（駐車場あり）
（福山地区）
JR福山駅北口　または
西日本製鉄所福山地区（駐車場あり）

（千葉地区）
申込番号①  平成20年12月12日（金）   9:00頃～14:30頃
申込番号②  平成20年12月12日（金） 12:00頃～17:30頃
申込番号③  平成20年12月13日（土）   9:00頃～14:30頃
申込番号④  平成20年12月13日（土） 12:00頃～17:30頃
（京浜地区）
申込番号⑤  平成20年10月10日（金）   9:00頃～14:00頃
申込番号⑥  平成20年10月10日（金） 12:00頃～17:00頃
申込番号⑦  平成20年10月11日（土）   9:00頃～14:00頃
申込番号⑧  平成20年10月11日（土） 12:00頃～17:00頃

実施日時

◎JFEスチール（株）東日本製鉄所

（倉敷地区）
申込番号⑨  平成20年10月6日（月）   8:45頃～14:00頃
申込番号⑩  平成20年10月6日（月） 10:45頃～16:00頃
（福山地区）
申込番号⑪  平成20年10月7日（火）   9:00頃～14:30頃
申込番号⑫  平成20年10月7日（火） 11:00頃～16:00頃

実施日時

◎JFEスチール（株）西日本製鉄所

申込番号⑬  平成20年11月5日（水） 11:00頃～16:30頃

実施日時

◎JFEエンジニアリング（株）・
ユニバーサル造船（株）（津地区）

集合場所・
解散場所

近鉄・JR津駅西口　または
くもづホテル&コンファレンス（駐車場あり）

申込番号⑭  平成20年10月24日（金）  10:30頃～15:15頃

実施日時
◎ユニバーサル造船（株）（九州有明地区）〈新規〉

集合場所・
解散場所

JR長洲駅　または
有明会館（駐車場あり）


